


地
域
行
事
へ
の
参
加

　

毎
年
奥
び
わ
湖
健
康
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、

西
浅
井
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
受
付
や
エ

イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
案
内
係
や
ス
タ
ー

タ
ー
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
役
割
で
活
躍
し

ま
す
。

　

ま
た
、
長
浜
あ
ざ
い
あ
っ
ぱ
れ
祭
り
で

は
浅
井
中
学
校
の
生
徒
が
、
余
呉
湖
健
康

マ
ラ
ソ
ン
で
は
余
呉
小
学
校
の
児
童
が
そ

れ
ぞ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
住
ん
で
い

る
地
域
の
自
治
会
の
行
事
へ
の
参
加
な

ど
、
他
の
地
域
で
も
児
童
・
生
徒
た
ち
が

積
極
的
に
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
仕
事
や
作
業
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

人
と
の
接
し
方
な
ど
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
た
ち
や
参
加
者

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

で
、
よ
り
地
域
愛
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が

　
心
豊
か
に
学
べ
る
ま
ち

〜
市
民
み
ん
な
で
つ
く
る
〜

　

西
中
学
校
の
生
徒
が
校
門
を
く
ぐ
る
前
に

一
礼
す
る
―
毎
日
見
る
こ
と
が
で
き
る
光
景
で

す
。
一
礼
す
る
こ
と
で
心
の
切
り
替
え
が
で
き
、

気
持
ち
よ
く
学
校
生
活
に
の
ぞ
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

―
人
と
し
て
の
生
き
方
を
学
び
実
践
で
き
れ

ば
、
学
力
・
体
力
も
伸
び
る

　

道
徳
教
育
を
教
育
の
根
幹
と
し
て
い
る
長
浜

市
の
考
え
方
で
す
。
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
が
集

団
の
な
か
で
切
磋
琢
磨
し
あ
い
な
が
ら
、
社
会

性
を
高
め
、
豊
か
に
学
ぶ
た
め
学
校
の
統
合
や

地
域
に
根
差
し
た
教
育
を
推
進
す
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
を
第
一
に
考
え
た
様
々
な
施
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
そ
の
よ
う
な
長
浜
市
の
教
育
環

境
や
教
育
内
容
な
ど
、
特
色
あ
る
教
育
施
策
を

紹
介
し
ま
す
。

　

び
わ
南
小
学
校
の
児
童
の
靴
箱
の
写
真

で
す
。
児
童
の
身
の
ま
わ
り
の
も
の
を
大

切
に
す
る
と
い
う
心
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま

す
。
見
て
い
る
だ
け
で
、
気
分
が
す
が
す

が
し
く
な
り
ま
す
。

　
「
○
○
ち
ゃ
ん
が
靴
を
揃
え
て
い
た
よ
」

「
○
○
君
が
み
ん
な
の
分
も
靴
を
直
し
て

い
た
よ
」
い
い
と
こ
ろ
は
み
ん
な
で
共
有

し
て
、
真
似
し
て
い
く
。
そ
う
す
る
こ

と
で
自
然
と
キ
レ
イ
に
揃
っ
た
靴
箱
が
で

き
あ
が
り
ま
す
。
今
で
は
学
校
の
伝
統
と

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

長
浜
市
で
は
道
徳
教
育
の
一
環
と
し

て
、「
あ
い
さ
つ
」「
返
事
」「
く
つ
そ
ろ
え
」

を
大
切
に
し
て
お
り
、
市
内
全
て
の
学
校

で
も
実
践
し
て
い
ま
す
。
こ
の
３
つ
を
大

切
に
す
る
こ
と
で
、
自
然
と
学
習
に
集
中

で
き
る
の
で
す
。

　

長
浜
市
で
は
地
域
の
人
た
ち
が
教
育
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
地

域
が
参
加
、
地
域
に
参
加
。
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育
て
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育
て
る

地
域
に
根
差
し
た
教
育

　

地
域
の
人
た
ち
の
教
育
へ
の
参
加

　

普
段
の
授
業
や
学
校
生
活
に
お
い
て
地
域
の
人
た
ち

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
家
庭
科

の
時
間
で
の
ミ
シ
ン
の
使
い
方
の
指
導
、
読
み
聞
か
せ
、

職
業
体
験
の
場
の
提
供
。
様
々
な
場
面
で
児
童
・
生
徒

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。　

ミ
シ
ン
の
使
い
方
を
使

い
慣
れ
て
い
る
地
域
の
人

に
教
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。
先
生
と
は
一
味
違
っ

た
、
豊
か
な
経
験
に
も
と

づ
い
た
教
え
方
で
子
ど
も

た
ち
は
ど
ん
ど
ん
吸
収
し

て
い
き
ま
す
。

　

毎
年
秋
に
行
わ
れ
る
湯
田
小

フ
ェ
ス
タ
。
地
元
の
商
工
会
や

地
域
の
人
な
ど
の
協
力
で
、
子

ど
も
た
ち
に
職
業
体
験
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
優
し
く
仕

事
を
教
え
て
も
ら
い
働
く
こ
と

へ
の
興
味
を
育
て
、
大
切
さ
を

学
び
ま
す
。

　

朝
の
時
間
に
行
わ
れ
て
い
る

読
み
聞
か
せ
。地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
の
温
か
い
声
に
子
ど
も

た
ち
が
聞
き
入
り
ま
す
。
小
谷

小
学
校
で
は
12
年
前
か
ら
行
っ

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
に
本
を

好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▲ 余呉湖健康マラソンで参加者を出迎える余呉小児童

　

私
た
ち
高
月
小
学
校
の
家
庭
科
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
７
年
前
か
ら
始
ま
り
、
現
在
は

15
人
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
よ
く
質
問
を
し
て
、
ど

ん
ど
ん
物
事
を
吸
収
し
て
く
れ
ま
す
。
上

達
が
早
く
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
通
じ

て
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

大
勢
の
大
人
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
知
識
が
増
え
る
よ
う
で
、

「
楽
し
い
」
と
い
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の

自
治
会
行
事
に
も
参
加
し
て
お
り
、
自
治

会
も
子
ど
も
た
ち
が
手
伝
え
る
地
域
イ
ベ

ン
ト
を
多
く
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の

み
ん
な
で
育
て
て
い
く
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

高月小学校家庭科ボランティアの皆さん

「
参
加
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
声
」

▲エイドステーションで活躍する西浅井中の生徒
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確かな学力、豊かな心、
　　　　　　健やかな体を育む
　長浜市では教育環境の整備、各団体・地域との連携、そして特色ある教育内容、
教育方法など多方面から子どもたちの学力向上のための施策を行っています。
　子どもたちのよりよい教育のため長浜市は力を入れています。

県内で初の施設一体型義務教育学校「余呉小中学校」
　平成30年４月、余呉小学校と鏡岡中学校が一つになって、県内初の施設一
体型義務教育学校（小中一貫教育校）である「余呉小中学校」が開校します。
　これまでの小学校と中学校の枠組みをはずし、学びや生活の基礎を固める
第１ステージ４年間、教科担任制を取り入れ専門的な指導を充実させる第２
ステージ３年間、進路の実現に向け発展的な学習を深める２年間と、義務教
育９年間を見通した系統的で一貫した指導を行い、学力の向上を図ります。

安心・快適に教育
を受けるために

洋式トイレの整備
　子どもたちに不便さを感じさせないため、
家庭でも一般的な洋式トイレの整備を進めて
います。

各学校への空調設備の整備
　平成25年度に空調設備を全小中学校に整
備しました。
　今まで夏は扇風機、冬はストーブ等で温度調節
をしていました
が、空調設備を導
入することで夏
も冬も更に快適
となりました。
　子どもたちが
学習に集中でき
るようハード面
の整備を進めて
います。

市北部の学校給食センターの整備
　市北部地域の既存の学校給食センターと学
校調理場を統合した給食センターの整備を進
めています。

体育館等の安全対策
　体育館等の天井や照明
器具などの落下防止対策
を進めています。

下校時の見守り放送
　地域が見守り、事件や
交通事故を減らすため下
校時に見守り放送を行っ
ています。

小学校給食費補助事業
　子育て世代の経済的負担を軽減し、子どもたちの
成長を市民全体で支えるため、小学校給食費を無料
にしています。
　子どもたちが感謝する気持ちと、みんなで支え合
う協働の仕組みを学び理解することで長浜市の将来
を担う人材の育成を図ります。

小学校低学年からの英語教育
　他市より４学年早く小学校
１年生から外国語活動を行っ
ています。実際に外国人の先
生にも指導を受けています。
　積極的に外国人に英語で話
しかけることで、コミュニ
ケーション力の向上にも期待
がもてます。

教職員の充実
　通常の教職員の他に、市単独で教職員を配置しています。
　通常授業での少人数授業など教職員を充実することで、き
め細かな指導をすることができ、子どもたちの学力向上につ
ながります。

それぞれの課題に応じた対応
　市の課題や学校の課題、子どもの課題などそれぞれに応
じた解決策を見つけ、対応していきます。
　そのためにはまず、教職員が自分の学校、子どもたちを
良く見ること。そうすることで原因を特定し、それぞれに
応じた適切な解決策を見つけ出すことができます。
　長浜市ではそのような教職員の育成を図っています。

課外授業
　土曜日に子どもたちの希望で、課外授業を行っています。
宿題やコンピューター学習、中学生の入試対策など地域の
人や学生のボランティア、校長先生や教頭先生から教わり
ます。子どもたちも自ら率先して参加しています。

学校司書の充実
　多くの学校図書館で
学校司書を配置。子ど
もたちの読書量を増や
し、コミュニケーショ
ン能力を向上させます。

ふるさと長浜学
　高校生を対象に、産業・
歴史・文化などのジャン
ルにおいてゆかりの深い
人を講師に招いて、授業
を行います。
　地元に関する授業を聞
くことで、高校生たちの
郷土愛を育みます。

伝統芸能学習
　長浜市には各地域に伝わる伝
統芸能がたくさんあります。そ
れらを実際に習得し、発表する
授業を行っています。
　びわ北小学校では冨田人形の
人形浄瑠璃の授業を行っていま
す。６年生が人形を自由自在に
操れるよう練習し、公演を行い
ます。伝統芸能を継承し、地域と
のつながりをつくっていきます。

学校運営協議会を市内全小中学校に設置
　地域や保護者の人たちが委員として、教育委員会や学校長に
対して意見を述べることができる学校運営協議会。
　協議会としてもいろいろな施策を企画して、実際に教育に取
り入れています。
　「地域とともに
ある学校づくり」
を進めるうえで、
必要な組織で、長
浜市では滋賀県で
唯一、市内の全小
中学校に設置して
います。

教育に地域が
関わる

質の高い
教育の提供

スクールガード
　子どもたちの登下校の安
全を守るため、地域の人に
通学路での見守り活動をし
ていただいています。

地域のボランティアの支援
　３ページで紹介したものも
含め、様々な場面で地域の人
たちの支援を受けています。

長浜バイオ大学との連携　
　長浜バイオ大学と連携して理系人材の
育成に取り組んでいます。
　バイオ大学内の「長浜学びの実験室」で
は小中学校の授業として、大学教員の指導
のもと、実験や観察を行います。
　体験的に学ぶことで、子どもたちの驚き
や感動があふれ、豊かな探求心と問題を解
決する力を育成することができます。

びわこ成蹊スポーツ
　　　　　大学との連携
　子どもたちの体力向上を目的にび
わこ成蹊スポーツ大学と連携し、ジュ
ニアアスリート育成事業を行ってい
ます。次世代を担うアスリートの育
成、長浜市の子どもたち全体のスポー
ツレベルの底上げを目的として
います。
　また、今年度からスポーツキッ
ズフェスティバルを開催。4歳
児〜小学校３年生までを対象に、
子どもたちのスポーツへの意欲
喚起と体力向上を図ります。

京都精華大学との連携
　子どもたちの創造力や芸術感覚を高め
るため、京都精華大学と連携しています。

今年度からアー
ト交流事業を通
じて図画工作授
業の充実に取り
組んでいます。

▲余呉小中学校校章

 就学前教育にカリキュラムを活
用しています
　幼稚園・保育園・認定子ども園では、
共通の教育ができるよう、「長浜市就学
前教育カリキュラム」を策定し、活用し
ています。重点施策として取り組んでい
る「運動プログラム」もこれにもとづい
て実施しており、カリキュラムを活用す
ることでより質の高い就学前教育を各園
で提供できます。
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朝鮮通信使に関する記録

ユネスコ「世界の記憶」登録決定！

お
祝
い
の
言
葉

長
浜
市
長
　
藤
井
　
勇
治

　

ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」
の
登
録
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
浜
市
民
を
代
表

し
て
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
の
長
浜
曳
山
祭
の
ユ
ネ
ス
コ
「
無

形
文
化
遺
産
」
登
録
に
加
え
て
、
世
界
が
認
め
る

文
化
遺
産
が
も
う
ひ
と
つ
増
え
た
こ
と
は
、
大

変
誇
ら
し
く
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
で
雨

あ
め
の
も
り
ほ
う
し
ゅ
う

森
芳
洲
先
生
の
顕
彰
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
方
々
や
先

人
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
し
、
市
民
の
誇
り
と
し
て
さ
ら
な
る
顕
彰
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ雨

森
芳
洲
関
係
資
料
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」
登
録
推
進
実
行
委
員
会

会
長
　
北き

た

村む
ら

　
又ま

た

郎ろ
う

　

こ
の
た
び
、
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
万
感
胸
に
迫
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
の
登
録
で
、
国
際
化
の
中
で
次
代
を
背

負
う
若
者
た
ち
に
、
芳
洲
先
生
の
教
え
が
大
き

な
道
標
と
な
り
、
世
界
に
大
き
く
羽
ば
た
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
素

晴
ら
し
い
先
人
を
生
ん
だ
故
郷
に
誇
り
を
持
て
る
若
者
を
育
て
る
た
め
、
ま
た
、
世

界
平
和
の
た
め
に
も
、
今
生
き
る
私
た
ち
が
ま
す
ま
す
顕
彰
活
動
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
﹁
世
界
の
記
憶
﹂
と
は

　

ユ
ネ
ス
コ（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）は
、
世
界
遺
産
、

無
形
文
化
遺
産
、
世
界
の
記
憶
の
三
大
遺
産
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
回
「
朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
記
録
」
が
登
録
さ
れ
た

「
世
界
の
記
憶
」
は
、
危
機
に
瀕
し
た
歴
史
的
な
記
録
物
を

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
て
保
全
し
、
研
究
者
や

一
般
に
広
く
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
古

文
書
や
書
物
、
楽
譜
、
絵
画
、
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
記
録
資

料
が
対
象
と
な
り
、
世
界
中
で
３
４
８
件（
平
成
27
年
10
月

現
在
）、
日
本
で
は
７
件（
平
成
29
年
11
月
現
在
）が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

朝
鮮
通
信
使
と
は

　

日
本
国
と
朝
鮮
国
と
の
国
交
は
、
二
度
に
わ
た
る
朝
鮮

出
兵
「
文
禄
・
慶
長
の
役
」
に
よ
っ
て
一
時
は
断
絶
し
ま

し
た
が
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
対
馬
藩
を
仲
立
ち
に
回
復

し
ま
し
た
。
朝
鮮
国
と
は
、
江
戸
時
代
の
鎖
国
政
策
の
中

に
あ
っ
て
も
、
対
等
の
友
好
国
と
し
て
正
式
な
国
交
を
結

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
朝
鮮
国
王
が
日
本
の
将
軍
に
対

し
て
遣
わ
し
た
、「
信
を
通
じ
る
」
友
好
の
あ
か
し
の
使
節

団
が
朝
鮮
通
信
使
で
す
。

　

朝
鮮
通
信
使
は
、
両
国
の
平
和
的
な
関
係
を
構
築
し
、

維
持
さ
せ
る
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
朝
鮮
通
信

使
が
往
来
す
る
両
国
の
人
々
の
憎
し
み
や
誤
解
を
解
き
、

相
互
理
解
を
深
め
た
こ
と
に
よ
り
、
両
国
は
外
交
の
み
な

ら
ず
学
術
・
芸
術
・
産
業
・
文
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
お
い
て
、
活
発
に
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

そ
の
根
底
に
は
、
雨
森
芳
洲
が
説
い
た
「
互
い
に
欺
あ
ざ
む

か
ず
、

争
わ
ず
、真
実
を
も
っ
て
交
わ
る
こ
と
こ
そ
、誠せ
い

信し
ん

で
あ
る
」

と
い
う
、
誠
意
と
信
義
を
重
ん
じ
た
「
誠せ
い

信し
ん

交こ
う

隣り
ん

」
の
精

神
が
流
れ
て
い
た
の
で
す
。

日
本
と
朝
鮮
を
つ
な
い
だ 

雨
森
芳
洲

　

雨
森
村（
現
高
月
町
雨
森
）出
身
と
伝
え
る
雨
森
芳
洲

（
１
６
６
８
〜
１
７
５
５
年
）は
、
江
戸
時
代
中
期
、
対
馬

藩（
現
長
崎
県
対
馬
市
）に
仕
え
た
儒
学
者
で
す
。
藩
の
文

教
の
ほ
か
、
朝
鮮
外
交
な
ど
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

朝
鮮
通
信
使
来
日
の
際
に
は
そ
の
随
行
儒
者
と
し

て
、
正
徳
元
年（
１
７
１
１
年
）の
第
８
次
と
、
享
保
４
年

（
１
７
１
９
年
）の
第
９
次
の
通
信
使
に
同
行
し
活
躍
し
ま

し
た
。

　

自
ら
の
経
験
か
ら
、
朝
鮮
外
交
の
指
針
書
『
交こ
う

隣り
ん

提て
い

醒せ
い

』

を
著
し
、
国
際
関
係
に
お
け
る
文
化
の
相
互
理
解
や
、「
誠

信
の
交
わ
り
」
を
説
く
な
ど
、
日
本
と
朝
鮮
と
の
善ぜ
ん

隣り
ん

外が
い

交こ
う

に
顕
著
な
業
績
を
残
し
た
人
物
で
す
。

長
浜
に
あ
る
朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
資
料

　

今
回
登
録
さ
れ
た
朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
資
料
1
1
1

件
３
３
３
点
の
う
ち
、
１
件
36
点
が
芳
洲
会（
長
浜
市
）の

所
蔵
す
る
「
雨
森
芳
洲
関
係
資
料
」
で
す
。

　

11
月
に
「
世
界
の
記
憶
」
登
録
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら

の
資
料
の
特
別
公
開
や
、
芳
洲
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝鮮研究の成果や朝鮮
外交に対する考えを記
した雨森芳洲の代表的
な著書「交隣提醒」

今回の登録を地域振興に
どう活用していくかにつ
いて、パネルディスカッ
ションなどを行いました。

10月31日に雨森芳洲庵で行われた登録祝賀会

▲雨森芳洲像（芳洲会蔵）
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平
成
30
年
２
月
25
日
に
執
行
を
予
定
し
て
い
る
長
浜
市
長
選

挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

︻
日　

時
︼
12
月
21
日（
木
）　

14
時
〜

︻
会　

場
︼
市
役
所
本
庁
舎
１
階　

多
目
的
ル
ー
ム
３
・
４

︻
対
象
者
︼
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
や
関
係
者

︻
立
候
補
で
き
る
人
︼
満
25
歳
以
上
の
日
本
国
民

※ 

こ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊
香
ク

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

　

８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日

　

１
月
28
日（
日
）

※ 

11
月
１
日
号
で
、次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日
を
12
月
24
日

（
日
）と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

外
部
有
識
者
等
で
組
織
す
る
「
長
浜
市
森
林
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン
審
議
会
」
に
お
い
て
、
森
林
整
備
の
根
幹
で
あ
る
各
種
計
画

を
総
合
的
か
つ
継
続
し
て
審
議
し
て
い
た
だ
く
市
民
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

︻
対 

象 

者
︼

① 

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
20
歳
以
上
で
、
森
林
・
林
業
に
関

心
の
あ
る
人

② 

年
３
回
程
度
開
催
す
る
審
議
会
に
出
席
で
き
る
人（
報
酬
有
）

︻
募
集
人
数
︼

　

２
人
以
内

︻
応　
　

募
︼

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
12
月
27
日（
水
）ま
で
に

郵
送
、
メ
ー
ル
、
F
A
X
ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
。

　

応
募
用
紙
は
森
林
整
備
課
、
北
部
振
興
局
農
林
課
・
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
・
応
募
先

　

〒
５
２
６

－

８
５
０
１ 

八
幡
東
町
６
３
２

　

森
林
整
備
課
〈
本
庁
舎
２
階
〉

　

☎
６
５

－

６
５
２
６

　

６
５

－

１
６
０
２

　

*sh
in
rin
@
city.n

agah
am
a.lg.jp

長
浜
市
長
選
挙

　

立
候
補
予
定
者
説
明
会

問
選
挙
管
理
委
員
会（
☎
６
５

－

６
５
０
３
）

12
月
29
日（
金
）・
30
日（
土
）は
ゴ
ミ

の
持
込
み
が
可
能
で
す

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い問税

務
課（
☎
６
５

－
６
５
２
４
）

森
林
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン

審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

問
森
林
整
備
課（
☎
６
５

－

６
５
２
６
）

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
者
は
、
原
則
と
し
て
個
人
住
民
税

の
特
別
徴
収
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

特
別
徴
収
制
度
と
は

　

給
与
支
払
者（
事
業
者
）が
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、

毎
月
の
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
住
民
税
を
徴
収
し
、
納
入

し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

給
与
を
支
払
う
事
業
者
は
、
地
方
税
法
お
よ
び
市
の
条
例
に

よ
り
、
原
則
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
、
従
業
員
の
住
民
税
を

特
別
徴
収
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

徴
収
税
額
に
つ
い
て
は
、
市
が
計
算
を
行
い
、
毎
年
５
月
に

事
業
所
あ
て
に
「
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
そ
の
税
額
を
毎
月
の
給
与
か
ら
徴
収
し
、
翌
月
の
10

日
ま
で
に
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
従
業
員
が
常
時
10
人
未
満
の
事
業
所
は
、
申
請
に
よ

り
通
常
年
12
回
の
納
期
を
年
２
回
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

従
業
員
の
メ
リ
ッ
ト

○ 

毎
月
の
給
与
か
ら
徴
収
さ
れ
る
た
め
、
納
税
の
た
め
に
納
期

ご
と
に
金
融
機
関
へ
出
向
く
必
要
が
な
く
、
納
め
忘
れ
が
あ

り
ま
せ
ん
。

○ 

納
期
が
12
回
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
普
通
徴
収（
納
付
書
・
口

座
振
替
に
よ
る
納
付
）の
４
回
に
比
べ
、
１
回
あ
た
り
の
負

担
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

第２期長浜市地域福祉計画を策定しました
問社会福祉課（☎６５－６５３６）

地域福祉推進の理念

 「地域の絆で　ともに育み支えあい　安心して暮らせるまち　長浜」
　少子高齢化の進行や、核家族世帯・一人暮らし高齢者世帯の増加など地域を取り巻く様々な状況を背景に、

制度によるサービスを利用するだけでなく、地域の人と人とのつながりを大切にし、お互いに支えたり支えら

れたりする関係やそのしくみをつくっていくため、新たな地域福祉計画を策定しました。

　住む場所によって、暮らすために違った課題があります。例えば、買い物がしづらい、子育て支援がほしい、

近所の人とのつながりが薄いなどです。地域福祉とは、これら課題を市民、行政、社会福祉関係者（民生委員な

ど）が協力して解決を図り、「このまちに住んで良かった」と実感できる社会を実現することです。

理念実現のための基本目標と視点

１「地域」を基礎とする支えあいのまち　～地域を育てる～
　●ともに支えあえる地域をつくります
　●安全で安心な地域をつくります

２「ともに育む」仲間づくりのまち　～仲間を育てる～
　●地域福祉を担う仲間をつくります
　●地域福祉活動に参加したい環境をつくります

３「協働」による地域福祉のまち　～しくみを育てる～
　●健やかな成長と自立を支える体制をつくります
　●地域福祉を推進するしくみをつくります

新たな取組～基本目標を達成するため、新たに取り組みます～
●�地域の実情にあった活動を支援し、世代や置かれている状況にとらわれず、誰もが集える場づくりを促進します。
●�地域の世代間対話を推進し、地域行事の開催等を通じて、地域の課題にともに向き合う機会を創出します。
●庁内や関係機関が連携した総合相談体制や、自立へのしくみづくりの整備について検討します。
●媒体を多様化し、必要な人に必要な情報が行き届くしくみづくりを検討します。

「暮らしの中に在り続ける活動をめざして」
ごはん大すき！にぎにぎの会／こどもの居場所　まんま

　　　　　　　田
た

中
なか

　裕
ゆう

子
こ

 さん

　私は、地域で子育て支援の活動をし
つつ、自身も仲間に支えられ、「お互
いさま」の関係の中で子育てできるこ
とが本当に心強いです。
　一人ひとりの暮らしの中での困りご
とや想いが集まると、地域の「課題」が見えてきます。
　その解決には、活動が暮らしの場にあり続けるというこ
とが肝心です。「活動を続けていくしくみ」は、その担い
手や市民、地域、行政が共に考えることが必要です。
　地域での活動がイベント的なものではなく、日々の暮ら
しの一部となるような、そんな形での地域福祉の推進を
願っております。

「地域福祉計画策定の意義」
　検討委員会座長
　龍谷大学社会学部教授

　　 筒
つつ

井
い

のり子
こ

 さん

　少子高齢化が進み、各

地で災害が多発する中、

ますます地域福祉の重要

性が高まっています。

　“暮らし続けたい”地域、支援が必要な状

態でも“暮らし続けられる”地域を作ってい

くためには、行政、福祉専門職、地縁組織、

NPO、住民等による連携・協力が不可欠です。

それを後押しする計画が作られた意義はとて

も大きいと思います。
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市職員を募集します（平成30年４月１日採用予定）
問人事課（☎６５－６５０２）

平成30年度入札参加資格審査申請を受け付けます
問契約検査課（☎６５－６５０７）

職　種 採用予定人員 受　験　資　格
一般事務職
（上級）

【 育児休業代替
 任期付職員】

３人程度

次のいずれかに該当する人
ア　平成８年４月１日までに生まれた人
イ　平成８年４月２日以降に生まれた人で、大学※を卒業した人
　　または平成30年３月31日までに大学※を卒業する見込みの人

一般事務職
（初級）

２人程度
（ 身体にしょうがいの
ある人が対象です）

次のいずれにも該当する人
ア　昭和57年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた人
イ　身体障害者手帳の交付を受け、そのしょうがいの程度が１級から６級までの人
ウ　介護者なしに一般事務職としての職務遂行が可能な人
エ　介護者なしに受験可能な人

土木技術職
（上級）

２人程度 次のいずれにも該当する人
ア　昭和57年４月２日以降に生まれた人
イ　平成29年12月31日時点で当該職の職務経験が24か月以上ある人設備技術職

（上級）
１人程度

※学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）をいいます。

■第１次試験日　１月14日（日）
■申込受付期間　12月４日（月）～28日（木）当日消印有効
　受験申込書は担当課、北部振興局および各支所にあります。また、市ホームページから
ダウンロードすることもできます。
　受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「受験申込書請求」と朱書きし、返信
用封筒（角形２号・120円切手貼付・宛先・郵便番号明記）を同封して、右記まで送付して
ください。受験資格等の詳細は、必ず受験案内でご確認ください。

問合せ・申込先
〒526-8501 八幡東町632

長浜市職員選考委員会

〈人事課内〉

☎６５－６５０２

　市が発注する建設工事や委託業務（コンサルタント等）、物品調達について、平成30年度の入札参加資格審査申請を受
け付けます。　※受付期間終了後の受付は一切できませんのでご注意ください。
【建設工事・委託業務（コンサルタント等）】

対象者
登録を希望するすべての事業者
※ 今回の登録申請は、定期更新年の扱いとなりますので、登録を希望するすべての事業者が対象になります。
平成29年度の登録は引き継がれません。

受付日
高月支所（１－A会議室） １月25日（木）、26日（金）

本庁舎（５－B会議室） １月30日（火）、31日（水）、２月１日（木）、２日（金）、５日（月）

【物品調達】

対象者
①新規に登録を希望するすべての事業者
②平成29年度に登録した現有資格者のうち、希望業種等の変更希望者
※中間年につき、希望業種等に変更がない場合は申請の必要はありません。

受付日
高月支所（１－A会議室） １月12日（金）

本庁舎（５－B会議室） １月16日（火）、17日（水）、18日（木）

【その他】
○建設工事と委託業務を重複して登録することはできませんが、それぞれと物品調達は重複して登録できます。
○市外業者は、いずれも１月５日（金）～２月９日（金）に、申請書類一式を郵送（必着）または直接担当課まで。
【申請用紙等配布場所】契約検査課〈本庁舎５階〉、北部振興局地域振興課・各支所
○詳しくは市ホームページをご覧ください。
○12月中旬頃から配布する予定です。また、市ホームページからダウンロードすることもできます。

　

浄
化
槽
は
適
正
な
維
持
管
理
を
行
わ
な
い
と
悪
臭
の
発
生
や
側

溝
・
河
川
の
汚
染
に
つ
な
が
り
ま
す
。
浄
化
槽
を
使
っ
て
い
る
人

（
管
理
者
）は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
次
の
３
つ
の
義
務
を
守
り
、

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

①
保
守
点
検

　

家
庭
用
の
浄
化
槽
は
４
か
月
に
１
回
以
上
、
正
し
く
機
能
し

て
い
る
か
点
検
が
必
要
で
す
。
保
守
点
検
は
、
県
の
登
録
を
受

け
た
保
守
点
検
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
滋
賀
県
循
環
社
会
推
進
課（
☎
０
７
７

－

５
２
８

－

３
４
７
１
）

②
法
定
検
査（
11
条
検
査
）

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
、
清
掃
な
ど
の
維
持
管
理
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
か
年
１
回
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
検
査
依
頼
は

左
記
ま
で
。

問
（
公
社
）滋
賀
県
生
活
環
境
事
業
協
会

（
県
知
事
指
定
検
査
機
関
）（
☎
０
７
７

－

５
５
４

－

９
２
７
１
）

③
清
掃

　

浄
化
槽
の
清
掃（
汚
泥
の
引
き
抜
き
）を
年
１
回
以
上
実
施
し

ま
し
ょ
う
。
左
記
の
湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー
の
許
可
業

者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
旧
長
浜
市 

橋
本
ク
リ
ー
ン
産
業（
株
） （
☎
６
２

－

４
０
９
５
）

 

（
株
）ラ
イ
フ
リ
リ
ー
フ 

（
☎
６
２

－

１
３
５
６
）

　

旧
東
浅
井
郡 

（
株
）テ
ッ
ク
ア
シ
ス
ト 

（
☎
７
４

－

８
４
４
４
）

　

旧
伊
香
郡 

（
有
）伊
香
清
掃
セ
ン
タ
ー 

（
☎
８
２

－

２
２
０
８
）

　

 

（
株
）日
の
丸
清
掃
社 

（
☎
８
２

－

３
１
７
９
）

※ 

下
水
道
接
続
な
ど
で
浄
化
槽
を
廃
止
し
た
場
合
や
、
転
居
な
ど

で
浄
化
槽
管
理
者
を
変
更
し
た
場
合
は
、
30
日
以
内
に
「
浄
化

槽
廃
止
届
」、「
浄
化
槽
管
理
者
変
更
報
告
書
」
を
担
当
課
ま
で

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

※
保
守
点
検
・
清
掃
の
記
録
は
３
年
間
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
は
﹁
ス
ト
ッ
プ
滞
納
!! 

強
化
月
間
﹂
で
す

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
県
税
や
市
税
等
は
、
福
祉
・
教

育
な
ど
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

12
月
を
「
ス
ト
ッ
プ
滞
納
!!
強
化
月
間
」と
し
て
、
税
の
公

平
な
負
担
の
観
点
か
ら
、
一
斉
に
滞
納
整
理
を
強
化
し
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
ま
す
と
、
預
貯
金
・
給
与
等
の
差
押
え

や
自
宅
の
捜
索
等
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も

う
一
度
、
納
め
忘
れ
が
な
い
か
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　

県
と
県
内
市
町
で
は
、
公
平
な
税
負
担
と
税
収
の
確
保
を
図

る
た
め
、﹁
滋
賀
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
﹂
を
設
置
し
、
連
携
・
協

働
し
て
県
税
と
市
町
税
等
の
滞
納
整
理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　

県
税
に
関
す
る
こ
と　

東
北
部
県
税
事
務
所
納
税
課

　

☎
６
５

－

６
６
０
６

　

市
税
に
関
す
る
こ
と　

滞
納
整
理
課

　

☎
６
５

－

６
５
１
７

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
お
持
ち
の
土
地
・
家
屋
に
は
、
固
定

資
産
税
や
都
市
計
画
税（
市
街
化
区
域
内
の
み
）が
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

平
成
29
年
中
に
次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
を
行
っ
た
人
は
、

12
月
28
日（
木
）ま
で
に
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

平
成
29
年
中
に
不
動
産
登
記
を
し
た
場
合
は
連
絡
不
要
で

す
。

①
家
屋
を
取
り
壊
し
た

② 

住
宅
か
ら
非
住
宅（
事
務
所
・
店
舗
・
倉
庫
な
ど
）へ
、
ま
た

は
非
住
宅
か
ら
住
宅
へ
家
屋
の
用
途
変
更
を
し
た

③ 

売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
、
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
を
変
更

し
た

④
家
屋
を
新
増
築
し
た（
プ
レ
ハ
ブ
物
置
な
ど
を
含
む
）

⑤
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た

　

な
お
、
平
成
29
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋
の
連
絡
が
平
成
30

年
１
月
以
降
に
な
っ
た
場
合
は
、
解
体
業
者
の
「
取
壊
し
証
明

書（
取
壊
し
日
を
証
明
す
る
も
の
）」
が
別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

問
滞
納
整
理
課（
☎
６
５

－

６
５
１
７
）

固
定
資
産
の
取
壊
し
や
用
途
変
更

し
た
場
合
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

問
税
務
課（
☎
６
５

－

６
５
２
３
）

広報ながはま　2017年12月広報ながはま　2017年12月 1011



ながはま 見聞録Nagahama Hotnews

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん
の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を
紹介します。あなたが知っている旬の話題など
があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知
らせください。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

●市民開放型公式 Instagram「# みんなのちょぴっく」をはじめました。長浜の催しや
風景など、自慢の一枚をインスタグラムに投稿していただくと、市公式 Instagram ア
カウントでご紹介。詳しくは市ホームページをご覧ください。
●見聞録のイベントは市公式 Facebook ページ「長浜市ほっとにゅ～す」で詳しく見るこ
とができます。

長浜市公式SNS

▲市ホームページ ▲長浜市ほっとにゅ～す

10月21日（土）
長浜の祭りと芸能をアピール
　市内の多彩な伝統芸能を披露するため、今年が初めてとなる
催し「長浜の祭りと芸能2017」が開催されました。
　びわ北小学校６年生の児童による冨田人形、長浜曳山祭のしゃ
ぎり、子ども歌舞伎教室受講生による歌舞伎や下余呉の太鼓踊
りの計４団体が出場しました。訪れた人たちは、大人顔負けの
優美な演奏や迫力のある演技、踊りに感心している様子でした。

10月28日（土）
クラシックな装いで長浜を楽しむ
　中心市街地のきぃなパークをメイン会場に、ツイードピクニッ
ク長浜2017が行われました。
　ロンドン発祥の「ツイードラン」をヒントに、長浜の新たな
賑わいになればと、市内の洋服店などが企画し、今回で２回目
の開催となりました。
　あいにくの雨でしたが、個性的なツイードファッションに身
を包んだ参加者たちは、写真撮影や自転車談義を楽しみました。

11月４日（土）
鏡岡中学校に6,151人のありがとう
　来年３月に閉校する鏡岡中学校の創立70周年・閉校記念式典
に、全校生徒や保護者、卒業生などおよそ300人が集まりました。
　参加した生徒は、「この校舎とお別れするのは寂しいですが、
これからも地域に貢献することで感謝の気持ちを伝えていきた
い」と語りました。
　生徒たちは、来年４月から県内初の施設一体型義務教育学校
の余呉小中学校で新たなスタートを切ります。

11月11日（土）
子どもたちの心に生きる芳洲の教え
　富永小学校の全校児童は、毎年郷土の先人・雨森芳洲の生涯
をミュージカルで演じ、その優れた思想を学んでいます。今年は、
雨森芳洲関係資料がユネスコ世界の記憶に登録されたこともあ
り、演技にも熱が入り、観客から惜しみない拍手を受けていま
した。
　「互いに欺

あざむ

かず、争わず、真実をもって交わること」と説いた
芳洲の精神が今も子どもたちの心に息づいています。

10月27日（金）
人気声優・山口勝平さん長浜のPR役に
　人気テレビアニメの声優を務める山口勝平さんに「長浜市声
の観光大使」を委嘱しました。
　山口さんは、「長浜城から見る琵琶湖の眺めは最高。今後は大
使としてどんどん発信していきます」と力強くあいさつ。
　今後は、長浜観光PRキャラクターの「ひでよしくん」の声を
担当していただくなど長浜のPRに一役買っていただきます。

10月28日（土）・29日（日）
異文化交流　あつまれ地球人！
　外国人住民と交流しながら、様々な国の文化に触れるイベン
ト「インターナショナルフェスタ」が臨湖で開かれました。
　今年初めて行われた前夜祭では、カラオケ大会やソーラン節
ワークショップなど、本日にはステージイベントや異文化を楽
しめる体験ブース、世界の料理が味わえる屋台など催しが盛り
だくさん。多くの国々の人が出会い、理解を深めて友達になれ
る素晴らしい機会となりました。

11月11日（土）
戦争のない平和な世界を
　「長浜市平和祈念式典」が湖北文化ホールで開かれ、戦没者の
遺族や市内小中学生、関係機関など287人が出席しました。
　遺族会会長は、「平和を守り、次の世代につないでいきたい。
戦没者の心やすらかならんことを祈ります」と追悼の辞を述べ
ました。また、虎姫中学校の生徒による戦跡訪問事業の感想文
発表や、平和を願う合唱や曲の演奏があり、一人ひとりが戦争
の悲しみ、平和への思いを胸に刻みました。

11月12日（日）
地元の恵みを楽しむ秋の一日
　奥びわ湖水の駅塩津海道あぢかまの里で「水の駅まつり」が
開催されました。
　鮎の塩焼きやぜんざいなど各種模擬店が軒を連ねたほか、鴨
入り千人鍋や焼きいもが振舞われるなど、訪れた人たちは豊富
な地域の味覚を楽しみました。
　民謡や歌謡曲、地元中高生バンドによるライブや、子どもが
楽しめるゲームコーナーなども人気を博しました。
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戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金（
第
10
回
特
別
弔
慰

金
）の
請
求
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
弔

慰
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
人
は
、

期
限
ま
で
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
対 

象 

者
︼

　

戦
没
者
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
時
点
で
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
次

の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
１
人
に
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す

る
特
別
弔
慰
金（
第
10
回
特
別
弔
慰
金
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
． 

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
等
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４
．
1
〜
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、
姪
等
）

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

︻
支
給
内
容
︼
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

︻
請
求
期
限
︼
平
成
30
年
４
月
２
日（
月
） 

※
請
求
手
続
き
後
、
国
債
交
付
ま
で
お
よ
そ
半
年
か
か
り
ま
す
。

︻
請
求
窓
口
︼
社
会
福
祉
課
、
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

※
お
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
担
当
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

問
社
会
福
祉
課（
☎
６
５

－

６
５
３
６
）

市政の動き
（10月16日～11月15日）

市役所等で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

10月19日（木）
第３回長浜市支え合いの地域づくり推進委員会
担当課：高齢福祉介護課（☎65－7789）

先進地視察研修や生活支援コーディネーターの取組、サロン支援
の状況報告および意見交換を行いました。また、事務局から新年
度事業と今後の取組について説明を受け、その内容について審議
しました。

10月23日（月）
第３回長浜市特別職報酬等審議会
担当課：人事課（☎65－6502）

市長、副市長および教育長の給料月額と期末手当額、市議会議員の報
酬月額、期末手当ならびに政務活動費の額、農業委員等の報酬額につ
いて答申をまとめました。

10月26日（木）
第６回長浜市高齢者保健福祉審議会
担当課：高齢福祉介護課（☎65－7789）

第７期ゴールドプランの策定について審議、情報交換を行いまし
た。また、介護サービス整備検討部会から報告を行うとともに、事
務局から支え合いの地域づくり推進委員会について報告を受け
ました。

10月26日（木）
第３回田村駅周辺整備基本構想推進会議
担当課：都市計画課（☎65－6541）

田村駅周辺都市施設の整備（案）と田村駅を中心とするまちづく
りビジョン（案）について事務局から説明を受け、意見交換を行い
ました。

10月27日（金）
第３回長浜中央公園整備等検討懇話会
担当課：都市計画課（☎65－6541）

計画素案説明会での意見を踏まえてまとめた新たな長浜中央公
園の整備基本計画（案）について説明を受け、意見交換を行いまし
た。

11月１日（水）
第２回長浜市多文化共生・国際化のまちづくり市民会議
担当課：市民活躍課（☎65－8711）

事務局から長浜市多文化共生のまちづくり指針（改定版）の素
案について説明を受け、意見交換を行いました。

11月１日(水)
第２回長浜市都市計画審議会
担当課：都市計画課（☎65－6562）

彦根長浜都市計画における地区計画の決定、用途地域の変更、道
路の変更について同意することを議決しました。また、同計画お
よび米原東北部都市計画の火葬場の決定（米原市決定）について、
内容および長浜市における事務手続を確認しました。

11月２日（木）
第５回長浜市指定管理者選定委員会第２委員会
担当課：行政経営改革課 （☎65－6702）

長浜市曳山博物館の指定管理者の募集にあたり、募集方法および
募集要項等について審議しました。また、指定管理者候補につい
て審査を行った結果、東アジア交流ハウス雨森芳洲庵は雨森自治
会、長浜鉄道スクエアは（公社）長浜観光協会、己高庵は（株）ふる
さと夢公社きのもとを候補として適当と判断しました。

11月13日（月）
第２回長浜市子ども・子育て会議
担当課：子育て支援課 （☎65－6514）

長浜市子ども・子育て支援事業計画の中間年の見直しについて
事務局から説明を受け、質疑応答および意見交換を行いまし
た。

清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５
ー
６
５
１
３
）

条
例
の
概
要

飼
育
し
て
い
る
動
物
の
ふ
ん
の

適
正
な
管
理

　

動
物
を
飼
育
し
て
い
る
人
は
、
動
物

が
公
共
の
場
所
等
で
ふ
ん
を
し
た
と
き

は
、
放
置
し
た
り
、
投
棄
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

放
置
お
よ
び
投
棄
の
禁
止

　

空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
、

釣
り
道
具
、
花
火
の
燃
え
殻
な

ど
、
散
乱
ゴ
ミ
の
原
因
と
な
る

も
の
は
、
放
置
し
た
り
投
棄
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

路
上
喫
煙
禁
止
区
域
の
指
定
等

　

指
定
区
域（
下
記
図
）で
路
上

喫
煙
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
公
共
の
場
所
等
で
痰
や

つ
ば
を
み
だ
り
に
吐
き
捨
て
た

り
、
落
書
き
を
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

土
地
の
適
切
な
管
理

　

土
地
を
管
理
す
る
人
は
、
廃

棄
物
が
放
置
さ
れ
た
り
、
投
棄

さ
れ
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

◆
罰
則
が
あ
り
ま
す

　

ふ
ん
や
空
き
缶
等
の
放
置
や
投
棄
、

路
上
喫
煙
禁
止
区
域
内
で
の
喫
煙
を
し

た
人
で
、
勧
告
や
命
令
に
従
わ
な
い
人

に
は
２
万
円
以
下
の
罰
金
な
ど
の
罰
則

が
あ
り
ま
す
。
条
例
等
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
な
が
は
ま 

お
で
か
け
号
」を

整
備
し
ま
し
た

問
高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５

－

７
７
８
９
）

　

住
民
の
支
え
合
い

に
よ
る
移
動
外
出
支

援
の
取
り
組
み
を
促

進
し
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
を
つ
く
る
た
め
、

日
常
生
活
の
外
出
を

支
援
す
る
貸
出
車
両

を
整
備
し
ま
し
た
。

︻
利
用
目
的
︼

　

買
い
物
、
広
域
サ
ロ
ン
の
送
迎
、
通
院
等

︻
貸
出
対
象
団
体
︼

〇 

生
活
圏
域
等
を
活
動
範
囲
と
し
て
普
段
の
生
活
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
支
え
合
い
活
動
を
実
施

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

〇
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
福
祉
の
会
）

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

　

お
た
す
け

　
　

□で
あ
い
の

　
　
　

か
け
は
し
に

問
合
せ

　

長
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会　

地
域
福
祉
課

　

☎
６
２

－

１
８
０
４

　

市
で
は
、
快
適
で
清
潔
な
暮
ら
し
を
妨
げ
る
行
為
を
禁
止
し
、
豊
か
で
住
み
よ
い
地

域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
「
長
浜
市
さ
わ
や
か
で
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
定

め
て
い
ま
す
。

J
R
長
浜
駅

えきまち
テラス長浜

YES
長浜

やわた夢生小路

長浜御坊　大通寺

大手門通り

駅前通り

曳山
博物館

路上喫煙禁止区域路線

【　凡　例　】
【路上告知シール】

指定喫煙場所 5箇所

3枚

34枚

告知看板

路上告知シール

ゆう壱番街

金屋公園黒壁
ガラス館

お旅
駐車場

北
国
街
道

博
物
館
通
り

な
が
は
ま
御
坊
表
参
道

旧
国
道
8
号
線

路上喫煙禁止区域路線図

市民開放型長浜市公式Instagramアカウント

みんなで長浜の魅力発信！
　皆さんが投稿した「長浜の魅力」あふ
れる写真を長浜市公式Instagramアカウン
ト（みんなのちょぴっく）で紹介します。
　普段の風景、特産品、自慢の一枚など、
さまざまな角度から長浜の魅力を投稿し
てください。

投稿方法
　長浜で撮影した写真にハッシュ
タグ「#みんなのちょぴっく」とつ
けて投稿するだけ。投稿の中から
「これぞ長浜！」といったものを選
んで紹介します。
　さらに「いいね！」を多く獲得で
きた写真は長浜市のHPに掲載しま
す。
問市民広報課（☎６５－６５０４）

みんなのちょぴっく

みんなのちょぴっく

広報ながはま　2017年12月広報ながはま　2017年12月 1415



屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
補
助
の
ご
案
内

問
高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５
ー
７
７
８
９
）

　
　

 

し
ょ
う
が
い
福
祉
課（
☎
６
５
ー
６
５
１
８
）

12
月
１
日
か
ら
除
雪
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

問
道
路
河
川
課（
☎
６
５
ー
６
５
３
１
）

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
を
ご
存
知
で
す
か

問
し
ょ
う
が
い
福
祉
課（
☎
６
５
ー
６
５
１
８
）

　

自
宅
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
、
個
人
ま
た

は
業
者
に
委
託
し
た
費
用
に
対
し
て
補
助
し

ま
す
。

︻
対　

象
︼

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
市
民
税
非
課

税
の
世
帯
で
、
そ
の
他
の
市
税
、
介
護
保
険

料
、
国
民
健
康
保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

② 

身
体
障
害
者
手
帳（
内
部
２
級
、
平
衡
機

能
３
級
、
肢
体
不
自
由
４
級
、
視
覚
４
級

以
上
）、
療
育
手
帳
A
１
、
A
２
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
所
持

し
て
い
る
人
の
み
の
世
帯

③ 

前
項
②
に
該
当
す
る
人
と
同
居
し
て
い
る

人
す
べ
て
が
65
歳
以
上
の
世
帯

︻
対
象
経
費
︼

　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
か
か
る
費
用

︻
補
助
額
上
限
︼

　

１
万
円
／
回（
委
託
額
が
１
万
円
を
下
回

る
場
合
は
そ
の
額
）

※ 

屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
伴
う
作
業
で
、
雪
量

が
多
い
た
め
、
重
機（
バ
ケ
ッ
ト
付
）を
使

用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
場
合
の
補
助
上
限

額
は
２
万
円
と
し
ま
す
。

︻
補
助
上
限
回
数
︼

　

平
成
29
年
度
中
３
回
ま
で（
た
だ
し
、
余

呉
地
域
は
５
回
、
上
草
野
・
杉
野
・
高
時
地

区
・
西
浅
井
地
域
は
４
回
）

※ 

特
に
降
雪
が
多
い
場
合
は
、
上
限
回
数
を

別
に
定
め
ま
す
。

︻
申
請
期
限
︼
３
月
23
日（
金
）

※ 

申
請
の
際
に
は
、
民
生
委
員
ま
た
は
自
治
会

長
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
添
付
書
類
と
し
て
領
収
書
と
現
場

の
写
真（
作
業
実
施
前
後
の
も
の
各
１
枚
）

が
必
要
で
す
。

※
申
請
書
類
は
左
記
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み

　

高
齢
福
祉
介
護
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　

し
ょ
う
が
い
福
祉
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

　

地
区
ご
と
に
除
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、
幹

線
市
道
や
バ
ス
路
線
、
通
勤
通
学
・
生
活
重
要

路
線
等
を
中
心
に
地
域
特
性
に
応
じ
た
除
雪
を

行
い
ま
す
。

　

除
雪
路
線
以
外
の
生
活
道
路
や
消
火
栓
、
防

火
水
槽
付
近
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
協
力
し
て

除
雪
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
路
上
駐
車
を
し
な
い

　

除
雪
車
が
通
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
接
触
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

②
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
を
触
ら
な
い

　

道
路
脇
に
赤
く
塗
っ
た
竹
や
紅
白
の
ポ
ー

ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
道
幅
や
危
険
箇
所

の
目
印
と
な
る
も
の
で
す
の
で
触
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

③
溝
ふ
た
は
必
ず
閉
め
る

　

側
溝
に
排
雪
し
た
後
、
溝
ふ
た
を
開
け
た

ま
ま
に
す
る
と
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

必
ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

④
道
路
上
の
鉄
板
を
撤
去

　

段
差
解
消
な
ど
の
た
め
道
路
に
設
置
し
て

い
る
鉄
板
は
、
除
雪
車
が
は
ね
上
げ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
道
路
上
か
ら
撤
去

し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
玄
関
前
は
各
家
庭
で
除
雪

　

除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
宅
地
な
ど
の
出
入

口
を
塞
い
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
各
家
庭
で
再
度
除
雪
を
お
願
い

し
ま
す
。

⑥
木
の
枝
を
処
理

　

降
雪
時
は
雪
の
重
み
で
、
竹
や
木
の
枝
が

道
路
上
に
倒
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
所

有
し
て
い
る
人
は
事
前
に
処
理
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

⑦
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い

　

道
路
へ
の
雪
の
投
げ
捨
て
は
、
事
故
や
凍

結
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

⑧
走
行
中
・
作
業
中
の
除
雪
車
に
注
意

　

除
雪
車
は
走
行
中
・
作
業
中
と
も
大
変
危

険
で
す
。
絶
対
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

障
害
者
差
別
解
消
法
と
は

　

平
成
28
年
４
月
に
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律（
障
害
者
差

別
解
消
法
）」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
や
民
間

事
業
者
な
ど
に
対
し
て
、
し
ょ
う
が
い
を
理
由

と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
「
不
当
な
差

別
的
取
扱
い
」
を
禁
止
す
る
こ
と
や
、「
合
理

的
配
慮
」
を
提
供
す
る
義
務
な
ど
を
定
め
て
い

ま
す
。

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
と
は

　

し
ょ
う
が
い
を
理
由
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し
た
り
、
条
件
を
付

け
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

（
例
）

〇 

し
ょ
う
が
い
を
理
由
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

入
れ
な
い
、ア
パ
ー
ト
を
貸
さ
な
い
。

〇 

車
椅
子
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
お
店
に
入
れ

な
い
。

合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は

　

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の
配
慮

を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
負
担
に
な
り
過
ぎ

な
い
範
囲
で
、
そ
の
妨
げ
と
な
る
も
の
を
取
り

除
く
配
慮
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
民

間
事
業
者
は
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
が
困
ら

な
い
よ
う
に
で
き
る
だ
け
努
力
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

（
例
）

〇 

車
椅
子
利
用
者
の
た
め
に
、
段
差
に
携
帯
ス

ロ
ー
プ
を
渡
す
、
高
い
所
に
陳
列
さ
れ
た
商

品
を
取
っ
て
渡
す
。

〇 

筆
談
、
読
み
上
げ
、
手
話
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
分
か
り
や
す
い
表
現
を

使
っ
て
説
明
を
す
る
。

 

相
談
窓
口

　

障
害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ
く
市
の
相
談
窓

口
は
、
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
で
す
。
お
困
り
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

12
月
３
日
～
９
日
は
﹁
障
害
者
週
間
﹂
で
す

　
「
障
害
者
週
間
」
は
、し
ょ
う
が
い
者
が
社
会
、

経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
へ

の
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
障
害
者

基
本
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
ょ
う
が
い

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
互
い
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
え
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
し
ょ
う
が
い
者
の
福
祉
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に
一
役
！ 

問
市
民
活
躍
課（
☎
６
５

－

８
７
１
１
）

　

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、
相
撲
庭
町
自
治
会
と
西
浅

井
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

必
要
な
備
品
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
は
、（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く

じ
の
収
益
を
地
域
に
還
元
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
今
後
、
さ
ら
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
推
進

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲イベント用移動式音響機材
（西浅井地区地域づくり協議会）

▲可搬式小型消防ポンプ（相撲庭町自治会）

12月の長浜市民献血デーにご協力ください
問健康推進課（☎６５ー７７７９）

【と　　き】12月９日（土）
【と こ ろ】西友長浜楽市店駐車場
※400mL全血献血をお願いします。

※詳しくは滋賀県赤十字血液センターホームページで。http://shiga.bc.jrc.or.jp/

【受付時間】10時～11時45分
　　　　　 13時～15時30分

問合せ先
各地区除雪対策本部 担当課

長 浜 地 区 ☎65－6703

道路河川課

（☎65－6531）

浅 井 地 区 ☎74－3020
び わ 地 区 ☎72－3221
虎 姫 地 区 ☎73－3001
湖 北 地 区 ☎78－8300
高 月 地 区 ☎85－3111

北部振興局
建設課

（☎82－5904）

木之本地区 ☎82－4111
余 呉 地 区 ☎86－3221
西浅井地区 ☎89－1121

広報ながはま　2017年12月広報ながはま　2017年12月 1617



布
団
丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

問
高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５

－

７
７
８
９
）

問
し
ょ
う
が
い
福
祉
課（
☎
６
５

－

６
５
１
８
）

■
65
歳
以
上
の
高
齢
者

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

① 

平
成
29
年
５
月
１
日
〜
10
月
31
日
の
間
に
３

か
月
以
上
在
宅
生
活
を
し
て
い
た
人

② 

平
成
29
年
11
月
１
日
現
在
、
ひ
と
り
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
で
介
護
保
険

の
要
介
護
３
〜
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

③ 

所
得
税
非
課
税
ま
た
は
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
世
帯
の
人

申
請
窓
口

　

高
齢
福
祉
介
護
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

学校・園活動
紹介

9

G
O
！
G
O
！
余
呉
小

輝
け
未
来
へ

心
身
と
も
に

た
く
ま
し
い
余
呉
の
子

　

10
月
１
日（
日
）、
余
呉
湖

健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
実
施
さ

れ
、
全
児
童
が
「
チ
ー
ム
余

呉
小
」
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
大
会
に
は
、
昨
年
度
か

ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

余
呉
小
学
校
で
は
、
毎
日

の
「
わ
か
さ
ぎ
タ
イ
ム
」で
、

ダ
ッ
シ
ュ
、
余
呉
小
サ
ー

キ
ッ
ト
、
リ
レ
ー
、
マ
ラ
ソ

ン
、
縄
跳
び
な
ど
に
取
り
組

み
、
体
力
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

大
会
に
は
、「
余
呉
小
学

校
か
ら
地
域
に
元
気
を
」
と

い
う
思
い
を
も
っ
て
参
加
し

ま
し
た
。

　

会
場
の
余
呉
湖
畔
に
到
着

す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
、

さ
っ
そ
く
「
よ
う
こ
そ 

は

ご
ろ
も
伝
説
の
里 
余
呉
へ
」

と
書
い
た
横
断
幕
を
持
ち
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
を
「
お
は

めざす子ども像
一、夢や目標をもち、それに向かって努力する子

一、思いやりのある心のやさしい子

一、ふるさとを愛し、誇りをもって生きる子

長浜子どものちかい
〜わたしたちはちかいます〜

一.元気にあいさつをします

一.名前を呼ばれたら「はい」と返事をします

一.「ありがとう」「ごめんなさい」をすなおに言います

一.困っている人がいたら言葉をかけます

一.人の話をしっかり聞きます

長浜子育て憲章
〜おとなが実践します〜

一.子どもに誠実に生きる姿を見せます

一.見守るまなざし、叱る勇気を大事にします

一.ルールとマナーを教え、奉仕の心を育みます

一.自然や人々に感謝の心でふれあう子どもを育てます

一.長浜に誇りをもち、地域に貢献する子どもを育てます

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
元

気
な
明
る
い
歓
迎
の
挨
拶
で

迎
え
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆

さ
ん
か
ら
は
、「
と
て
も
気
持

ち
が
い
い
で
す
ね
」
と
、
笑

顔
で
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
開
会

式
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
参

加
者
の
前
に
立
ち
、
堂
々
と

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち

は
、
２
㎞
と
６
㎞
の
コ
ー
ス

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
参
加
者
の
中
、

最
後
ま
で
力
い
っ
ぱ
い
走
り

抜
き
ゴ
ー
ル
す
る
子
ど
も
た

ち
に
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
ま
で
走
り
抜
く
「
強

い
身
体
」と
、
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
な
い
「
強
い
心
」
の
成

長
を
実
感
し
た
一
日
で
し
た
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
県
下

初
の
施
設
一
体
型
義
務
教
育

学
校「
余
呉
小
中
学
校
」が
開

校
し
ま
す
。
今
後
も
、
ふ
る

さ
と
の
自
然
や
歴
史
、
文
化

に
触
れ
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ

と
を
愛
し
、
誇
り
を
も
つ
と

と
も
に
、
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
子
ど
も
に
成
長
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▲参加者を笑顔と挨拶でお出迎え

■
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

① 

平
成
29
年
５
月
１
日
〜
10
月
31
日
の
間
に
３

か
月
以
上
在
宅
生
活
を
し
て
い
た
人

② 

平
成
29
年
11
月
１
日
現
在
、
次
の
い
ず
れ
か

の
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人
で
、
同
居
し
て

い
る
す
べ
て
の
人
が
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
世
帯
の
人
。
ま
た
は
そ
の
し
ょ

う
が
い
の
あ
る
人
と
同
居
し
て
い
る
人
す
べ

て
が
65
歳
以
上
の
世
帯
の
人

○ 

身
体
障
害
者
手
帳（
肢
体
不
自
由
、
視
覚
、

内
部
）１
、２
級

○
療
育
手
帳
A
１
、
A
２

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
、２
級

③ 

所
得
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
世
帯
の
人

︻
申
請
時
に
必
要
な
物
︼

　

交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳
、
印
鑑

申
請
窓
口

　

し
ょ
う
が
い
福
祉
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
や
、
介
護
を
受
け
て
い
る
人
が
日
常
的
に
使

用
す
る
布
団
を
丸
洗
い
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

※
市
税
・
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
人
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
時
点
に
お
い
て
在
宅
生
活
さ
れ
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
。

︻
受
付
期
間
︼
12
月
１
日（
金
）～
12
月
15
日（
金
）

　
　
　
　
　

 

８
時
30
分
〜
17
時
15
分　

※
土
日
を
除
く
。

︻
負 

担 

額
︼
代
わ
り
の
布
団
を
希
望
す
る
場
合
９
５
０
円
、
希
望
し
な
い
場
合
７
５
０
円

このコーナーでは、病院事業のスタッフの紹介を兼ねて、病院施設や
体制のほか、生活に役立つ“健康豆知識”などを紹介します。

市立病院通信‒◯‒80

※至誠通天
　誠を尽くせば天が
　味方してくれること

 
 

市長
コラム◯89

緑
内
障
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

多
く
の
人
は
緑
内
障
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
テ
レ
ビ
番
組
で
耳
に
し
た

り
、
雑
誌
広
告
で
も
見
か
け
た
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
、「
緑
内
障
と
は
ど
う
い
う

病
気
で
す
か
」
と
質
問
す
れ
ば
、
白

内
障
み
た
い
な
も
の
？
何
か
怖
い
病

気
？
な
ど
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
は

あ
る
も
の
の
自
信
を
持
っ
て
答
え
る

こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

日
本
人
で
は
40
歳
以
上
の
20
人
に

１
人
が
緑
内
障
と
言
わ
れ
て
お
り
、

比
較
的
身
近
で
あ
る
こ
と
、
日
本
で

の
中
途
失
明
原
因
疾
患
の
第
１
位
で

あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
決
し
て
軽
く

考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
ま
か
に
い
え
ば
緑
内
障
と
は
、

眼
圧
と
い
う
眼
の
中
の
圧
力
が
高
ま

る
こ
と
に
よ
り
、
眼
の
奥
に
あ
る
視

神
経
が
障
害
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
視

野
が
狭
く
な
り
、
視
力
も
低
下
す
る

病
気
で
す
。
緑
内
障
が
や
っ
か
い
な

疾
患
で
あ
る
の
は
い
く
つ
か
理
由
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
視
神
経
は
一
度

障
害
を
受
け
る
と
回
復
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
緑
内
障
で

失
わ
れ
た
視
野
や
視
力
は
た
と
え
治

療
を
受
け
て
も
良
く
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
多
く
の
緑
内
障

で
は
、
初
期
か
ら
中
期
の
状
態
で
も

ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
見
に
く
く
な
っ
た
と
眼
科
を
受

診
し
て
中
期
や
末
期
の
緑
内
障
が
見

つ
か
り
、
そ
こ
か
ら
治
療
を
始
め
て

も
現
状
維
持
や
病
状
の
進
行
を
鈍
ら

せ
る
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
緑
内
障
は
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま

す
。

　

普
段
、
睡
眠
薬
や
風
邪
薬
、
咳
止

め
な
ど
を
使
っ
て
い
る
人
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
一
度
お
薬
の
添
付
文

書
で
使
用
禁
忌
の
項
目
を
見
て
く
だ

さ
い
。
緑
内
障
で
は
使
用
禁
忌
と
な
っ

て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
す
。
こ
れ

は
緑
内
障
の
中
で
も
閉へ
い

塞そ
く

隅ぐ
う

角か
く

緑
内

障
と
い
う
タ
イ
プ
で
は
病
状
を
悪
化

さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
緑
内
障
は
決
し
て
他

人
事
で
は
な
く
、
昔
か
ら
眼
に
は
自

信
が
あ
る
と
い
う
人
も
、
一
度
眼
科

の
人
間
ド
ッ
ク
や
診
察
で
緑
内
障
の

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

▲登録を記念する祝賀会

問

市
立
長
浜
病
院

　

 （
☎
６
８

－

２
３
０
０〈
代
表
〉）

高
月
町
出
身
と
伝
え
る
雨

あ
め
の
も
り
ほ
う
し
ゅ
う

森
芳
洲
先
生
、つ

い
に
ユ
ネ
ス
コ﹁
世
界
の
記
憶
﹂へ
登
録
！

　

10
月
31
日
未
明
、
国
連
の
教
育
科
学
文

化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）は
、
日
韓
両
国
の
自

治
体
な
ど
が
共
同
申
請
し
た
江
戸
時
代
の

外
交
資
料
「
朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
記
録
」

な
ど
を
「
世
界
の
記
憶
」に
登
録
し
ま
し
た
。

　

朝
鮮
通
信
使
は
、
江
戸
時
代
に
朝
鮮
国

王
が
徳
川
将
軍
家
に
派
遣
し
た
使
節
団
で
す
。

　

そ
の
「
朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
記
録
」

（
計
３
３
３
点
）に
は
、
高
月
町
雨
森
出
身
と

伝
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
儒
学
者
雨
森
芳

洲
先
生
に
関
す
る
資
料
も
数
多
く
含
ま
れ

ま
す
。

　

長
浜
市
に
と
っ
て
、
昨
年
12
月
の
長
浜

曳
山
祭
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
に

加
え
て
、
世
界
が
認
め
る
文
化
遺
産
が
も

う
一
つ
増
え
た
こ
と
は
、
長
浜
市
民
の
誇

り
で
あ
り
、
大
変
大
き
な
喜
び
で
す
。

　

芳
洲
先
生
は
、
約
３
０
０
年
前
、
九
州

の
対
馬
藩
に
仕
え
、
藩
の
教
育
や
内
政
・

外
交
な
ど
に
貢
献
し
ま
し
た
。
こ
と
に
朝

鮮
通
信
使
に
随
行
す
る
な
ど
、
隣
国
・
朝

鮮
と
の
外
交
面
で
は
、「
互
い
に
欺

あ
ざ
む
か
ず
、

争
わ
ず
、
真
実
を
も
っ
て
交
わ
る
」
と
の

外
交
の
基
本
を
説
い
た
人
物
で
、
長
浜
市

が
世
界
に
誇
る
国
際
交
流
の
先
駆
者
で
す
。

　

今
回
の
ユ
ネ
ス
コ
登
録
に
よ
り
、
芳
洲

先
生
の
思
想
や
そ
の
業
績
が
広
く
再
認
識

さ
れ
、
ま
た
啓
発
・
普
及
を
よ
り
一
層
進

め
る
こ
と
が
、
長
浜
市
民
の
郷
土
愛
を
高

め
、
さ
ら
に
は
国
際
交
流
の
活
性
化
や
多

文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
で
雨
森
芳
洲
先
生
の

顕
彰
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
方
々
や
関

係
団
体
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
と
お
祝

い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
芳
洲
先
生
が
「
世
界
に
誇
る

べ
き
平
和
友
好
の
国
際
人
」
と
し
て
、
広

く
認
知
さ
れ
る
よ
う
、
な
お
一
層
の
顕
彰

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市立長浜病院眼科

責任部長 清
し み ず

水　久
ひさ

雄
お
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人
形
劇
講
座
修
了
生
の
皆
さ
ん
が
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
プ

ロ
劇
団
に
よ
る
特
別
公
演
も
あ
り
ま
す
。
楽
し
い
人
形
劇
を
親

子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

︻
と　

き
︼
12
月
16
日（
土
）　

10
時
〜
16
時

︻
と
こ
ろ
︼
リ
ュ
ー
ト
プ
ラ
ザ（
難
波
町
）

︻
内　

容
︼

　

○
発
表
公
演　

10
時
〜
11
時
30
分

　
　
「
ね
ず
み
経
」、「
も
う
ぬ
げ
な
い
」
な
ど

　

○
特
別
公
演　

13
時
〜
14
時

　
　
「
キ
ナ
コ
ち
ゃ
ん
と
ダ
ン
ス
！
」

　

○
発
表
公
演　

14
時
30
分
〜
16
時

　
　
「
へ
っ
こ
き
よ
め
ご
」、「
お
お
か
み
の
ひ
み
つ
」
な
ど

︻
出
演
団
体
︼ 

よ
ろ
ず
劇
場
と
ん
が
ら
し
、
ひ
つ
じ
の
カ
ン
パ

ニ
ー
、
人
形
劇
講
座
修
了
生

︻
定　

員
︼
１
０
０
人（
先
着
順
）

︻
料　

金
︼
特
別
公
演
の
み
５
０
０
円（
３
歳
未
満
無
料
）

︻
申
込
み
︼ 

12
月
１
日（
金
）か
ら
電
話
ま
た
は
F
A
X
、
メ
ー

ル
で
左
記
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
先

　

生
涯
学
習
文
化
課
〈
本
庁
舎
３
階
〉

　

☎
６
５

－

６
５
５
２

　

６
５

－

６
５
７
１

　

*syo
u
b
u
n
@
city.n

agah
am
a.lg.jp

「
2
0
1
7
な
が
は
ま
っ
こ
人
形
劇

フ
ェ
ス
タ
冬
」
を
開
催
し
ま
す

問
生
涯
学
習
文
化
課（
☎
６
５

－

６
５
５
２
）

長
浜
き
も
の
早
春
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

問
観
光
振
興
課（
☎
６
５

－

６
５
２
１
）

　

盆
梅
が
咲
き
誇
る
早
春
の
長
浜
を
、
き
も
の
姿

で
優
雅
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

︻
と　

き
︼
２
月
11
日（
日
・
祝
）
　

15
時
〜
20
時
30
分

︻
と
こ
ろ
︼
長
浜
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル（
港
町
）

︻
内　

容
︼

　

〇 

き
も
の
特
別
講
演
会
「
花
も
心
よ
り
咲
く
」

　
　

講
師　

清
水
寺
執
事
補　

大お
お

西に
し　

晶
し
ょ
う

允い
ん 

氏

　

〇
盆
梅
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
鑑
賞

　

〇 

き
も
の
で
お
食
事
会（
豪
華
デ
ィ
ナ
ー
＆
浜
ち

り
め
ん
の
着
物
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
）

︻
対  

象
︼ 

き
も
の
で
参
加
で
き
る
人（
年
齢
・
性

別
不
問
）

︻
定　

員
︼
１
０
０
人（
先
着
順
）

︻
参
加
費
︼
１
０
，
０
０
０
円

︻
申
込
み
︼
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
左
記
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
先

　

長
浜
早
春
の
つ
ど
い
事
業
部
会

　
（
観
光
振
興
課
内
〈
本
庁
舎
２
階
〉）

　

☎
６
５

－

６
５
２
１

　

h
ttp
://kitab

iw
ako
.jp
/

　

even
t/even

t_34416/

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

　関西フィル首席指揮者で長浜市文化観光大使でもある
藤
ふじ

岡
おか

幸
さち

夫
お

氏を司会・お話に迎え、関西フィル選りすぐり
のメンバーと、彦根市出身のヴァイオリニスト高

たか

岸
ぎし

卓
たく

人
と

氏との名曲の共演を、たっぷりとお楽しみください。
【と　き】３月25日（日）　14時開演 （13時30分開場）
【ところ】長浜文化芸術会館（大島町）
【入場料】全席指定席2,500円
【出　演】関西フィルハーモニー管弦楽団メンバー
　　　　 ヴァイオリン：高岸 卓人
　　　　 司会・お話：藤岡 幸夫（関西フィル首席指揮者）
【前売券発売日】友の会：12月２日（土）　一般：12月９日（土）

【販売所】 長浜文化芸術会館、浅井B&G海洋センター
　　　　 長浜市民体育館、長浜サンパレスほか
問・申  （公財）長浜文化スポーツ振興事業団（長浜文化芸術会館内）
　　 ☎６３－７４００

記事広告

関西フィルメンバーと藤岡幸夫（長浜市文化観光大使）が贈る

春のリラックスコンサート　vol.2

▲藤岡 幸夫 氏
(C)SHIN YAMAGISHI ▲高岸 卓人 氏

シリーズ○ 

※平成29年４月１日現在

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、448件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。

₈₀

滋賀県指定有形文化財
木造七仏薬師如来立像

問

歴
史
遺
産
課

　

 

（
☎
６
５

－

６
５
１
０
）

指定日：昭和32年８月26日指定
所在地：鶏足寺(木之本町古橋）

　

鶏け
い

足そ
く
じ寺

己こ

高こ
う
か
く閣

に
安
置
さ
れ
て
い
る
七し
つ
ぶ
つ仏

薬や
く
し師

如に
ょ
ら
い来

立り
ゅ
う
ぞ
う

像
で
す
。『
近お
う
み江

輿よ

ち地
志し

略り
ゃ
く』

（
１
７
３
４
年
）の
古
橋
村
法ほ
っ

華け

じ寺
の
項
に

は
、
７
体
の
如
来
を
造
り
、
簡
素
な
お
堂
の

中
に
こ
れ
を
安
置
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
の
ち
に
、
大
※
だ
い
に
ち
ど
う

日
堂
に
安
置
し
現
在
は
己

高
閣
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

薬
師
如
来
は
人
々
が
悟
り
を
得
る
た
め

に
、
病
苦
を
除
き
安
楽
を
与
え
る
な
ど
12
の

現げ
ん
せ世

利り
や
く益

を
も
た
ら
す
仏
で
す
。
七
仏
薬
師

は
こ
れ
を
さ
ら
に
７
体
に
分
身
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
４
〜
12
の
ご
利
益
を
持
た
せ
て
よ
り

功
徳
を
強
力
に
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
考
え

方
は
『
七し
ち
ぶ
つ仏

薬や
く
し師

経き
ょ
う』

と
し
て
奈
良
時
代
に

伝
来
し
、
天て
ん
の
う皇
不ふ

よ予
や
政
情
不
安
の
際
に
国

の
安あ
ん

寧ね
い

や
都
の
守
護
、
怨
霊
鎮
圧
の
た
め
に

使
わ
れ
、「
薬や

く

し

け

か

師
悔
過
」
と
い
う
法ほ
う
え会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
平
安
時
代
に
は
、
最
澄
が
薬

師
如
来
を
信
奉
し
た
こ
と
か
ら
天
台
寺
院
を

中
心
に
薬
師
信
仰
が
広
ま
り
、
息
災
や
増
益

の
た
め
「
七
仏
薬
師
法
」
と
い
う
秘
法
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

七
仏
薬
師
に
は
１
尊
で
光
背
に
７
仏
を
表

す
も
の
と
、
７
尊
を
独
立
さ
せ
て
表
す
も
の

が
あ
り
ま
す
。
独
立
型
は
珍
し
く
、
千
葉
県

松ま
つ
む
し
で
ら

虫
寺
や
岩
手
県
赤あ
か
ざ
わ沢

薬や
く
し
ど
う

師
堂
な
ど
が
知
ら

れ
ま
す
。

　

鶏
足
寺
の
七
仏
薬
師
如
来
像
は
カ
ヤ
材
製

で
、
い
ず
れ
も
像
高
３
尺
余
り（
約
１
ｍ
）の

立
像
７
体
で
、
右
手
を
下
げ
、
左
手
に
薬
※
や
っ

壺こ

を
載
せ
て
い
ま
す
。
丸
顔
に
両
目
を
薄
く
長

く
引
き
、
口
を
小
さ
く
す
ぼ
め
る
表
情
や
、

き
わ
め
て
奥
行
の
浅
い
体
つ
き
、
素き

じ地
を
表

す
表
面
処
理
も
共
通
し
ま
す
。
平
安
末
期
の

定じ
ょ
う
ち
ょ
う

朝
様よ
う（

代
表
例
：
平
等
院
鳳
凰
堂
）を
踏

ま
え
つ
つ
、
衣え
も
ん文

表ひ
ょ
う
げ
ん

現
な
ど
に
新
し
い
様
式

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

７
体
は
こ

れ
ま
で
一
揃

い
の
も
の
と

考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た

が
、
近
年
の

調
査
に
よ
り

細
か
な
違
い

が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま

し
た
。た
と
え
ば
中
尊
の
み
が
袈
裟
を
吊
り
、

表
面
が
鉈な
た

彫ぼ
り

風
の
表
現
で
、
裳も

裾す
そ

を
地じ
つ
き付
か

ら
少
し
持
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
中
尊
の

み
一い
ち

木ぼ
く
づ
く
り
造
で
内う
ち
ぐ
り刳
が
な
く
、
他
は
割
わ
り
は
ぎ
づ
く
り

矧
造
で

内
刳
を
施
し
ま
す
。
膝
下
の
衣
文
線
に
中
尊

は
Ｕ
字
を
重
ね
ま
す
が
、
他
は
Ｖ
字
を
重

ね
、
左
１
の
み
が
明
快
な
陰
刻
線
１
本
で
Ｖ

字
を
刻
み
ま
す
。
表
情
は
あ
え
て
年
齢
差
を

表
現
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
工
房
の
仏
師

た
ち
の
個
人
様
式
や
技
量
の
差
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
中
尊
は
平
安
時
代

末
期（
12
世
紀
）、
左
１
が
室
町
時
代（
15
世

紀
）、
残
り
は
鎌
倉
時
代（
13
世
紀
）の
作
で
、

ま
ず
中
尊
が
つ
く
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
に
６
体

を
追
加
し
て
七
仏
薬
師
と
し
、
う
ち
１
体

を
室
町
時
代
に
補
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
こ
れ
ら
の
像
の
作
風
は
、
余
呉
町
上

丹
生
の
源げ
ん

昌し
ょ
う
じ寺
薬
師
如
来
立
像（
１
２
１
５

年
・
重
要
文
化
財
）や
聖
観
音
坐
像（
平
安
末

期
・
長
浜
市
指
定
文
化
財
）、
余
呉
町
菅
並

洞と
う

寿じ
ゅ
い
ん院

観か
ん
の
ん
ど
う

音
堂
観
音
菩
薩
立
像（
１
２
１
６

年
・
重
要
文
化
財
）に
も
通
じ
ま
す
。
平
安

末
期
か
ら
鎌
倉
前
期
に
か
け
て
木
之
本
・
余

呉
地
域
で
活
動
し
た
仏
師
集
団
が
い
た
可
能

性
も
感
じ
さ
せ
ま
す
。

※ 

大
日
堂
…
大
日
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
る

堂
。

※
薬
壺
…
薬
師
如
来
が
持
つ
薬
の
壺
。

左
３

左
２

左
１

中
尊

右
１

右
２

右
３

▲滋賀県指定有形文化財　木造七仏薬師如来立像
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有料広告欄

弁護士法人

おうみ法律事務所

〒526-0031　長浜市八幡東町225
代表弁護士  竹内  寛 （滋賀弁護士会所属）
HP : http://www.ohmi.lawyers-office.jp

月～金曜日／9:00～21:00
土曜日／9:00～17:00

※日曜日、祝日、年末年始（12/31～1/3）は
　ご利用いただけません。

日本政策金融公庫

受付時間

情報ひろば
●市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
　掲載希望の場合は、下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。 *kouhoushi@city.nagahama.lg.jp
　１月15日号：12月12日（火）　２月１日号：12月27日（水）
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは市民広報課（☎65－6504）までお問合せください。

お知らせ
◆電気の子メーターをご使用の皆さんへ
電気の子メーターとは、貸しビル・ア
パート等で一括して電力会社に支払っ
た電気料金を、各テナント等の電気の
使用料に応じて配分するために用いる
電気計器です。子メーターには計量法
で有効期限が定められており、これを
過ぎた子メーターは取り替える必要が
あります。最寄りの電気工事店等にご
相談ください。
問関西地区証明用電気計器対策委員会
　 事務局（日本電気計器検定所関西支社内）
　（☎０６－６４５１－２３５５）

催　　し
◆きゃんせ土曜市
【と　き】12月９日（土）　11時～13時
【ところ】長浜地方卸売市場（田村町）
【内　容】 みかんの特売セール(天候等に

より商品を変更する場合があ
ります)、鮮魚コーナー特売市、
うどん・そば・いなり寿司・
おにぎりの販売

問長浜地方卸売市場（☎６３－４０００）

◆YOU 弁 IN NAGAHAMA
外国人は日本語、日本人は外国語でス
ピーチ。イタリア・ヴェローナ市姉妹
都市提携25周年記念クリスマスパー
ティーもあります。
【と　き】12月９日（土）　
　　　　 13時～14時30分（スピーチ）
　　　　 14時30分～16時（パーティー）
【ところ】多文化共生・国際文化交流
　　　　 ハウスG

ジ オ

EO（神照町）
【参加費】無料（パーティーは500円）
【申込み】不要
問長浜市民国際交流協会

　（☎６３－４４００）

◆心のケアを考える会 例会のお知らせ
がん患者さんやご家族と、医療関係者
が互いの思いを語り合うお茶会です。
初めての人も気軽にご参加ください。
【と　き】12月10日（日）　11時～14時
【ところ】 六荘まちづくりセンター
　　　　 六角館（勝町）
【参加費】500円
【持ち物】 軽食やお茶菓子等（１品を持

ち寄り）
【申込み】 12月８日（金）までに電話で下

記まで。
問・申 市立長浜病院がん相談支援センター
　　 （☎６８－２３５４）

◆長浜盆梅展句会ライブ参加者募集
テレビでおなじみの夏井いつき先生が
今年も盆梅展に登場です。
【と　き】１月27日（土） 
　　　　　①第１部　10時～12時
　　　　　②第２部　14時～17時
【ところ】北ビワコホテルグラツィエ（港町）
【定　員】①200人　②150人
　　　　 いずれも先着順
【参加費】①2,500円
　　　　 ② 5,000円（アフタヌーンティー・

お土産付）
【申込み】 電話で下記まで。
問・申 長浜観光協会（☎６５－６５２１）

講座・教室
◆ ながはま０次予防コホート事業成果報告会
　「健康寿命を延ばすロコモ対策」講演会
０次健診の体力測定結果を参考に京都
大学の教授等が、ロコモティブシンド
ロームの予防方法などを紹介します。
【と　き】12月10日（日）　14時～16時
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【内　容】京都大学医学研究科教授
　　　　 坪

つぼ

山
やま

 直
ただ

生
お

 氏
　　　　 「運動器の大切さ『ロコモ』とは」
　　　　 京都大学医学研究科准教授
　　　　 池

いけ

添
ぞえ

 冬
と

芽
め

 氏

　　　　 「ロコモ対策のための体力づくり」
【定　員】100人（先着順）
【申込み】電話で下記まで。
問・申 保健センター高月分室
　　 （☎８５－６４２０）

◆Englishカフェ参加者募集
英語で交流しませんか。
【と　き】12月17日（日）　14時～16時
【ところ】多文化共生・国際文化交流
　　　　 ハウスG

ジ オ

EO（神照町）
【対　象】英語が好きな人
【定　員】15人（先着順）
【参加費】500円（お菓子・ドリンク付）
【申込み】前日までに電話で下記まで。
問・申 長浜市民国際交流協会
　　 （☎６３－４４００）

◆迎春用生け花講習会
お正月らしい生け花を作ります。玄関
やお部屋に飾り、新年を迎えましょう。
【と　き】12月25日（月）　10時～12時
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【講　師】いけばな「池坊」 岸

きし

本
もと

 逸
いっ

光
こう

 氏
【定　員】15人（先着順）
【参加費】3,000円（材料費込）
【持ち物】花器・剣山・はさみ
【申込み】12月19日（火）までに電話
　　　　 または直接下記まで。
問・申 市民交流センター（☎６５－３３６６）

◆青祥会介護福祉国家試験対策公開講座
　「筆記試験対策 直前講座」
【と　き】１月16日（火）　10時～17時
【ところ】特別養護老人ホーム
　　　　 アンタレス（加田町）
【内　容】 オリジナル問題集による総括

など
【講　師】いとう総研　伊

い

東
とう

 利
とし

洋
ひろ

 氏
【定　員】60人（先着順）
【参加費】6,000円（別途資料代2,332円）
【申込み】 １月12日（金）までに電話で下

記まで。
問・申 青祥会法人本部（☎６８－４１１４）

募　　集
◆第13回奥びわ湖書き初め展覧会
　作品募集
【と　　き】２月17日（土）～25日（日）
　　　　 　９時～17時（最終日は15時まで）
【と こ ろ】西浅井運動広場体育館
　　　　　（西浅井町大浦）
【応募資格】 高校生以上で県内在住また

は通勤・通学する人、また
は県内の書道教室・クラブ
等の団体に所属する人

【作品規格】 書で毛筆によるもので、書き初
めにふさわしい字句のもの。

　　　　　  作品は画仙紙全紙縦半切
（縦約140㎝×横34㎝）で、
紙質は自由（用紙は縦に使
用）。また軸表装をする。
ただし高校生は書き下しの
まま仮巻き軸に貼る。

【出 品 料】一般・大学生2,000円
　　　　　 高校生無料
【搬　　入】１月26日（金）・27日（土）
　　　　　 10時～16時
　　　　　 西浅井まちづくりセンター
問書を活かした地域づくり実行委員会
　（☎８９－１１２５）

相　　談
◆行政相談をご利用ください
①12月５日（火）　13時～16時
　長浜市社会福祉センター（高田町）
②12月５日（火）　９時～12時
　びわ高齢者福祉センター（難波町）
③12月12日（火）　13時～15時
　 西浅井まちづくりセンター（西浅井町
大浦）
④12月13日（水）　13時～15時
　高月支所（高月町渡岸寺）
※相談無料、予約不要、秘密厳守です。
問滋賀行政監視行政相談センター
　（☎０７７－５２３－１９２６）

◆無料写真出前講座
長浜の魅力をSNS等で発信していただくた
めに、「広報ながはま」担当者が写真の出前
講座を行っています。
【開催日】平成30年３月末日まで（要相談）
【内　容】 カメラを始めた人、フルオートで

の撮影から卒業したい人など、初
心・初級者向け無料講座

【対　象】 長浜市民および長浜市内の企業・
団体（１講座につき５～10人程
度）

【持ち物】カメラ・筆記用具など
【申込み】電話で下記まで。
※会場は主催者側で用意してください。
※ カメラは、講座の内容によってはスマー
トフォンやコンパクトデジカメでも可。

問 市民広報課（☎６５－６５０４）
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不用品交換情報（11月10日現在）
◆ください（無料）
〇白扇〇チャイルドシート〇電動ミシン〇木製シングルベッド〇大型
冷蔵庫〇ベビーラック○バウンサー〇電子レンジ〇ホットカーペット
〇大人用自転車〇二槽式洗濯機〇マッサージチェア〇剣道着と袴〇
幼児用自転車○脚の短い長机○こたつ○将棋盤○卓球台○ベビー
ベッド
◆あげます（無料）
〇食卓テーブル〇シングルベッド〇エレクトーン〇電子オルガン
〇籐のいす〇餅重〇ベビーベッド〇テレビ台○学習机○ミニ食器棚
※現物は保管していません。
※ 市は取次ぎのみで、利用者双方の話合いで決定していただきます。

問環境保全課（☎６５－６５１３）

【長浜地域】 12月21日（木） 18時～20時
市民交流センター（地福寺町）

【浅井地域】 12月15日（金） 17時～19時
湯田まちづくりセンター（内保町）

【びわ地域】 12月15日（金） 19時30分～21時
びわまちづくりセンター（難波町）

【虎姫地域】 12月15日（金） 18時～20時
虎姫まちづくりセンター（田町）

【湖北地域】 12月21日（木） 18時～20時
湖北まちづくりセンター（湖北町速水）

【高月地域】 12月13日（水） 13時～15時
高月支所（高月町渡岸寺）

【木之本地域】 12月21日（木） 15時～17時
木之本まちづくりセンター（北部振興局内）

【余呉地域】 12月16日（土） 10時～12時
山村開発センター（余呉町中之郷）

【西浅井地域】 12月20日（水） 17時～19時
西浅井まちづくりセンター（西浅井支所内）

問社会福祉課（☎６５－６５３６）
　 市ホームページ「結婚支援」で
検索または右記ＱＲコードから。

※ いずれの会場も提供できる
情報は同じです。

※ 登録の有効期限は３年です。再登録
を希望する人は、各会場で申請をお
願いします。

結婚相談

長浜米原休日急患診療所
12・1月の診療日のお知らせ

【診療日】　 12月３日、10日、17日、23日、
24日、30日、31日

　　　　  １月１日、２日、３日、７日、
８日、14日、21日、28日

【診療時間】　  ９時～18時
【診療科】　 内科・小児科
【受付時間】　  ８時30分～11時30分
　　　 　 12時30分～17時30分
【場　所】　 宮司町1181－2
　　　 　 湖北医療サポートセンター
　　　 　 「メディサポ」内
【電話番号】　 ６５―１５２５
※ 電話は、おかけ間違いのないように
ご注意ください。

※ 受診時は健康保険証・福祉医療券・お薬
手帳・母子健康手帳（乳幼児の場合）をお
忘れなく。

※ 診療日は日曜・祝日・年末年始（12月
30日～１月３日）です。

問健康推進課（☎６５－７７７９）

12月の税・料
固定資産税・都市計画税 ４期
国民健康保険料 ７期
介護保険料 ７期
後期高齢者医療保険料 ６期

女性の悩み相談（要予約）
【と　き】　 12月７日（木）　10時～14時
　　　　 12月16日（土）　12時～16時
　　　　 １月11日（木）　10時～14時
【ところ】　 市民交流センター和室（地福寺町）
【相談員】　 下

しも

地
じ

久
く

美
み

子
こ

さん（臨床心理士）
【料　金】　 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　（☎６５－３３６６）



　「次こそ優勝したい！」。武市さんが頂
点をめざすのはインドで行われているラ
クダの毛刈り大会。過去の大会で好成績
を収めているだけに、１月の大会に向け
て力が入ります。
　中学の授業でインターネット検索を
習った時、無意識に検索した言葉が「ラ
クダ」。そこにはオーストラリアのレー
スでラクダが走る姿が。「歩くイメージ
しかないラクダが走る姿が衝撃的だっ
た」と笑います。その時から“いつかラ
クダレースに出たい”と夢見るようにな
ります。
　美容師になって５年。独立も含めて今
後の身の振り方を考えて選んだのは、美
容師を辞めてレースに出ること。出場し
たい一心で英語も話せないままオースト

ラリアに渡ります。
　砂漠の真ん中で電気もない農場に住み
込み、ラクダの世話や仕事の手伝いをし
ながら１か月間ラクダと生活。そして
レースでは見事優勝して周囲を驚かせま
す。「めっちゃ楽しくて、ラクダにハマ
りました」。
　帰国後、インドでラクダの毛刈り大会
があると聞いた武市さん。ハサミ一本で
ラクダの毛を刈り込んで模様や絵を描く
もので、美容師としての技術を活かして
ラクダとふれ合えるチャンス。「やって
みたい！」と一路インドへ。現地で３週
間かけて毛刈りに挑戦し、初出場で３位
という好成績。その後も２大会連続で２
位を獲得する快挙を成し遂げます。
　その腕前を見込んだドバイの王族から

突然連絡があり、なんと国王の娘のラク
ダの毛刈りを引き受けることに。「一度
は断りましたが、次の年も依頼があった
ので行ってみようかなと」と、物語のよ
うな話もすんなり受け入れられるのも、
持ち前の柔軟さです。
　他にも、ラクダの写真集を作りたいと
10か国以上を巡っているという武市さ
ん。多くの出会いが想いを叶えてくれた
といいます。「私は自分の気持ちに素直
に、直感だけで動いてきただけ。出会い
に恵まれていることに感謝しています」。
　思い描く将来は、この長浜でラクダと
一緒に暮らすこと。そんな突飛に聞こえ
る暮らしも、限りなく湧き出る好奇心と
人を惹きつける人柄で、叶えてしまうか
もしれません。

夢を叶える
限りない好奇心

武
た け

市
い ち

　萌
め ぐ み

美さん（四ツ塚町）
撮影地：インド・ビカネール

いつも仲良しの芽依ちゃん♡彩生ちゃん。

これからも元気にすくすく育ってね!!

いつも笑顔いっぱいの２人が大好きよ♡

いつでも元気いっぱいのひかり、パパも

ママもたくさん元気をもらっています。

これからもすくすく育ってね！
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▲ラクダの毛を刈る武市さん

まちの
人口

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５－６５０４）まで申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、まちづくりセンターなど市の公共施設にも置いています。市ホームペー
ジ、スマホからもご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。
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植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。

平成29年11月１日現在 人口　119,359人　　男　58,379人　　女　60,980人　　世帯数　45,294世帯
平成29年10月中の異動 転入　246人　　転出　243人　　出生  95人　　死亡  137人　　婚姻 38件
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